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研究成果の概要（和文）：本研究では地域活性化につながる育児支援・少子化対策に資する教育プログラムの開発に示
唆を得ることを目的に、ボランティア活動や社会参加学習の経験と親性、育児観、地域愛着、地域活動参加意欲の関連
について検討した。地域愛着、地域活動参加意欲が子どもの人数、居住年数と関連が認められた。また、向社会性に関
連する要因として、地域愛着、絆の大切さ、子どもの数で説明された。
子どもを通して、地域への関心が高まり、地域とのつながりが増え、向社会性を高める可能性が示唆された。絆の大切
さを認識できる教育とともに、親世代に対して地域愛着や地域活動参加意欲を高める教育プログラムの開発が必要であ
る。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to explore factors that may assist the development 
of education programs designed to contribute to a child rearing support system, and to address falling 
birthrates within the community. The factors explored were service learning, views toward child rearing, 
community attachment, and prosocial behavior. The present study was performed to clarify the relationship 
between community attachment and prosocial behavior, and the number of children within a family and time 
spent living at the current residence. Community attachment and kizuna appear to enhance prosocial 
behavior, having more children. It may be possible to increase prosocial behavior by increasing 
connections among people in the community through interacting with children. It is necessary to develop 
educational programs to enhance community attachment and prosocial behavior in both parental and 
adolescent generations together with the recognition of kizuna.

研究分野：地域保健
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１．研究開始当初の背景 

子育てに関する問題や児童虐待の増加な

ど、子育てに対する社会的サポートが必要な

時代になっている。今後さらに核家族化がす

すみ、家族・親族・地域の人間関係の絆の希

薄から育児不安を抱える親たちの増加や子

どもを持たないことによる少子化の拍車に

より、社会全体の活力が失われることが危惧

される。また、地方都市における過疎化の問

題は、一部首都圏を除いてほぼ全国的に進ん

でおり、地域活性化につながる取り組みが必

要である。 

先行研究 1)2)では、親になることにより発達

する人格特性である「親性」と QOL の関連

が示唆されている。中でも「親性」の下位尺

度である地域の伝統や文化を大切に思うこ

とや地域での付き合いに関心がもてるとい

う項目が高いことが人格の発達と QOL の向

上に関連が示されている。 

一方、仕事や結婚といったライフイベント

に伴い、自分が生まれ育った地域において育

児ができるとは限らない。そこでは、新たな

地域との関わりを作っていくなどして、主体

的に良好な育児環境を形成していく必要が

ある。 

 

２．研究の目的 

親となる者が良好な育児環境を形成して

いくためには、その地域に対する愛着、すな

わち地域愛着が重要であり、地域愛着が高け

れば、今後もその地域で生活し、よりよい子

育てのための環境づくりに積極的に取り組

むと考えられる。 

そこで、本研究では地域活性化につながる

新たな育児支援・少子化対策に資する教育プ

ログラムの開発に示唆を得ることを目的に、

親性、育児観、地域愛着、地域活動参加意欲

や赤ちゃんとのふれあいの場を教育機会と

する取り組み(社会参加学習)の経験との関連

について量的、質的に調査を実施した。 

 

３．研究の方法 

1) 量的調査 

(1) 対象・調査方法 

A町の幼児を持つ両親 885名に対して無記

名自記式質問紙調査を行った。 

(2) 調査項目 

 性別、年齢、職業、最終学歴、子どもの年

齢、家族人数、出身、居住年数、発達相談先

有無、ボランティア活動、社会参加学習、地

域愛着、親性、環境満足度などを問う項目で

構成した。 

地域愛着については、荻原ら 3)の地域愛着

尺度を用いた。親性は有馬ら 4)の親性尺度を

用いた。向社会性に関する尺度はソーシャ

ル・キャピタル評価 5)を参考に 4 件法、7 項

目とした。絆の大切さは 4件法、3項目とし

た。環境満足度については、WHO-QOL266)

を参考に 4件法、10項目とした。 

(3) 分析方法 

2群間の得点の平均値の差の検定には t検定、

3 群間の平均値の差の検定には一元配置分散

分析を行った。関連する属性を調整項目とし、

共分散分析にてボランティア活動参加、社会

参加学習の有無と親性、育児観、地域愛着、

地域活動参加意欲の関連について検討した。

向社会性に関する要因については、関連する

項目得点と属性等を独立変数とした重回帰

分析を行った。また、環境満足度の構成を明

らかにするために因子分解(主因子法、バリマ

ックス回転)を行った。統計処理には、統計ソ

フト SPSS22 j for windowsを用い、有意水

準は 0.05未満とした。 

(4) 倫理的配慮 

 対象者に対し、研究の目的、データは研究

以外に使用しないこと、研究への自由参加、

拒否した場合でも何ら不利益を被らないこ

と、また匿名性の堅持など倫理的配慮につい

て文書で説明した。質問紙の返送があった場

合に同意が得られたと判断した。 



 

2)質的調査 

(1) 対象・調査方法 

A町、B町の育児中の親を対象にフォーカ

スグループインタビューを実施した。インタ

ビュー内容は、地域愛着、親性、育児観の関

連が浮き彫りになるよう、地域特性について、

親になることによって変化したことにフォ

ーカスをあてた。 

(3) 分析方法 

逐語録にしたインタビュー内容は、コード

化し、ついでおのおののコードを類似性によ

りまとめ、サブカテゴリーを作成した。それ

らから共通性を見出しカテゴリーとし、それ

ぞれのカテゴリーの構造化を試み、関連を検

討した。 

(4) 倫理的配慮 

対象者に対し、研究の目的、データは研究

以外に使用しないこと、研究への自由参加、

拒否した場合でも何ら不利益を被らないこ

と、また匿名性の堅持など倫理的配慮につい

て文書および口頭で説明し、文書で同意を得

た。 

 

４．研究成果 

 量的調査より、出身の有無別では、父親は

出身者の方がそうでない者より、有意に地域

愛着が高かった。また、父親、母親ともに居

住年数は長い方が高かった。向社会性は、父

親、母親ともに差は認められなかった。また、

出身、居住年数とも関連はなかった。向社会

性と地域愛着では、父親、母親ともやや関連

が認められた。 

環境要因について因子分析の結果、第 1因

子を「地域環境に対する満足度」、第 2 因子

を「自身の状態に対する満足度」、第 3 因子

を「人的サポートに対する満足度」とした。

父親の環境満足度と地域愛着(r=0.537)、地域

選好(r=0.543)、地域愛着感情(r=0.520)、環境

満足度の下位尺度の「地域環境に対する満足

度」と地域選好(r=0.502)の相関が高かった。

母親では、環境満足度と地域愛着(r=0.535)、

地域愛着感情(r=0.520)、「地域環境に対する

満足度」と地域愛着 (r=0.570)、地域選好

(r=0.552)、地域愛着感情(r=0.537)に関連が認

められた。しかし、母親の「人的サポートに

対する満足度」と地域愛着の下位尺度ではそ

れぞれ r=0.25 未満であった。発達相談先別

では、相談先がある父親は「自身の状態に対

する満足度」「人的サポートに対する満足度」

が高いが、相談先のある母親は「地域環境に

対する満足度」と「自身の状態に対する満足

度」が高かった。父親母親とも子どもが多い

ほど向社会性が高かった。向社会性に関連す

る要因として、父親は地域愛着、絆の大切さ、

母親は、地域愛着、絆の大切さ、子どもの数

が説明された。 

親性、育児観、地域愛着、地域活動参加意

欲得点は、父親、母親において有意差はみら

れなかった。父親においてボランティア活動

参加あり群がない群より有意に親性得点、地

域活動参加意欲が高い結果であった。母親で

は社会参加学習体験あり群がない群より地

域活動参加意欲が高い結果であった。 

質的調査により、親として地域愛着が高ま

る要因としては、子どもの行事や子どもの活

動を通してのこと、自身が子どもの頃、地域

活動をしている親の姿をみていたこと、自身

が子どもの頃楽しかった活動を子どもにも

経験させたい気持ち、地域の祭に参加するこ

と、が抽出された。向社会性に関しても、自

身の親の影響があり、ボランティア活動をし

ている姿をみていること、自治会や子ども会、

地域のサークル活動に参加することを勧め

られること、自身の親が近所の子どもたちの

面倒をみること、などが抽出された。親が地

域でボランティア活動をする契機もまた、子

どもを通してであり、子育て中はサークルに

参加する立場であっても、子育てが終わると、

サークルを運営する立場になり、サークルの



継続につながっていた。そのような活動や地

域愛着や向社会性を育む中心的な場として、

公民館が担っていた。 

 

５.考察 

量的調査からは、父親、母親ともに出身者

で地域愛着が高く、長く居住している母親に

特にその傾向が示された。地域愛着と向社会

性はやや関連が認められたが、子どもが多く

なることによって、地域とのつながりが増え、

向社会性を高める可能性と、向社会性を高め

るためには、絆の大切さを認識できるような

取組の必要性が示唆された。 

また、出身の有無にかかわらず地域愛着と

環境満足度に関連が認められ、特に母親にそ

の傾向が認められた。発達相談先がある母親

は地域環境に対する満足度も高く、地域愛着

を高める要因になっている可能性が考えら

れた。 

小中学校で実施されている赤ちゃんとの

ふれあいの場を教育機会とする取り組み(社

会参加学習)は親性を高め、あるいは地域活

動参加意欲を高める可能性が示唆された。こ

れら子どもの頃からの教育とともに、子育て

世代に対して地域愛着や地域活動参加意欲

を高めるようなプログラムの開発が必要で

ある。 
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